


ご挨拶

　日本サッカー協会が創立 100 周年を迎えた 2021 年９月 10 日、JFA100 周年セレブレ
ーションが行なわれ、私も出席しました。私の知っている日本サッカーの歴史と言えば
1964年東京オリンピックのアルゼンチン戦での逆転勝利からでした。しかしそれ以前か
ら続く活動や取り組みがあり、日本サッカーに携わってきたみなさんがそれらを綿々と
受け継いできたからこそ、世界に誇るべき成長と進化のストーリーがあったのだと理解
できました。

　私は日本サッカーが次の 100 年を歩んでいく際に、先人から受け継いだものを次の世
代に継承していくことはとても重要だと考えています。また、継承＝「守り」と併せて革
新＝「攻め」のアクションを起こしていくことが新たな成長につながるとも信じています。
2023 年３月にプロジェクトリーダーとして取りまとめた「JFA中期計画 2023―2026」で
は新型コロナウイルス感染症の拡大やウクライナ危機など社会情勢、国際情勢がめまぐ
るしく変化していくなかでも、サッカーの価値は不変だと発表しました。そのような時
代において発揮できるサッカーの力を信じているからこそ、私は日本サッカー協会会長
に立候補しました。日本のサッカーの更なる発展に貢献、尽力していきます。

　JFA は「2005 年宣言」において 2050 年までに FIFA ワールドカップを日本で開催し、
その大会で優勝することを記しています。SAMURAI BLUE、なでしこジャパンの活躍
を見ても今、新しいフェーズに入ってきていることを確信しています。国際舞台で常に
上位に進出するためには強化のみならず、普及、育成が大切になっていきます。そのよ
うに男女ともに強い代表チームであり続けることが、日本サッカー全体をより大きくし
ていくことにつながると考えています。選手として指導者として、ワールドカップを戦
った日本代表 OBとして培った経験をしっかりと活かしていければと思っています。

　各世代の代表チームでキャプテンを務める名誉をあずかりましたが、私は「俺につい
てこい」というタイプのリーダーではありません。仲間の意見に耳を傾けながら、仲間
を後押ししながら、逆に後押しされながら、これまで日本のサッカーを支えてきたみな
さんと、これからの日本サッカーのために一緒になって前へ進んでいきたいと思ってい
ます。40 代なかばの自分はまだまだ若輩者。みなさん一人ひとりの力が必要です。

　一つになって新しい扉をあけようではありませんか。
　日本サッカーの明るい未来を、築いていこうではありませんか。
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変わらぬ思い
サッカーってこの日本でもっと大きな存在になれると思います。
そうなっていかなければいけないと思っています。

毎試合スタジアムが満員になること、親子三世代が手を取り合ってスタジアム
に行くことが普通になること、グラウンドがたくさんできて子どもたちがどこ
でもサッカーできること、そしてワールドカップで日本が優勝するようになる
こと。

絶対そんな日が来ると思っています。

これは、2012年 7月16日にホームズスタジアム神戸（現・ノエビアスタジ
アム神戸）で開催していただいた私の引退試合での挨拶の中の一節です。

現役時代から、自分は日本サッカーのために何ができるのか、日本でサッ
カーというスポーツを大きくするために何をしなければいけないのか、自
分が何をすれば日本のサッカーのためになるのかを考えてきました。
ファン・サポーターのみなさんの応援を受けて、クラブ、代表チームのた
めに戦ってきた選手時代。サッカーを、スポーツをより深く多角的な視点
で捉えるために引退後に FIFA マスターに留学して学んだ時期。メディアの
立場からサッカーを伝えた解説者の頃。指導者として育成年代からスター
トし、トップカテゴリーでひりひりした戦いを経験した日々。

その時々で関わり方は異なりますが、日本でサッカーをもっと大きな存在
にしたいという思い、軸がいつも私の中にあります。

■ Profile
・宮本 恒靖 ( みやもと・つねやす ) 
　公益財団法人日本サッカー協会（JFA）　専務理事
　1977 年（昭和 52 年）2 月 7 日、大阪府出身
　2001 年 3 月　同志社大学経済学部・卒業
　2013 年 7 月　FIFA マスター修士課程・修了

　2014 年 3 月〜 2016 年 3 月　公益社団法人日本プロサッカーリーグ 特任理事
　2022 年 3 月〜 23 年 1 月　　公益財団法人日本サッカー協会 理事・会長補佐
　2022 年 3 月〜 公益財団法人日本サッカー協会 国際委員会 委員長
　2022 年 3 月〜 公益社団法人日本プロサッカーリーグ 理事
　2022 年 4 月〜 東アジアサッカー連盟 競技会委員会 委員
　2022 年 5 月〜 アジアサッカー連盟 競技会委員会 委員
　2022 年 7 月〜 株式会社 J ヴィレッジ 取締役

　1992 年〜 95 年 ガンバ大阪ユース
　1993 年  U-17 日本代表
 ※ FIFA U-17 世界選手権 ベスト 8

　1995 年〜 06 年 ガンバ大阪
 ※ 05 年 J リーグ年間優勝
 ※ 06 年 AFC チャンピオンズリーグ

　1997 年 U-20 日本代表選手
 ※ 97 年 FIFA ワールドユース選手権 ベスト 8

　2000 年 U-23 日本代表選手
 ※ 00 年シドニーオリンピック ベスト 16

　2000 年〜 06 年 日本代表
  ※ 02 年 2002FIFA ワールドカップ日本 / 韓国 ベスト 16
  ※ 04 年 AFC アジアカップ中国 2004 優勝
  ※ 06 年 2006FIFA ワールドカップドイツ

 　2007 年〜 09 年  レッドブル・ザルツブルク ( オーストリア )
  ※ 06/07 オーストリア・ブンデスリーガ 優勝

 　2009 年〜 11 年 ヴィッセル神戸

　2015 年 2 月〜 15 年 12 月 ガンバ大阪ジュニアユース U-13 コーチ
　2016 年 2 月〜 16 年 12 月 ガンバ大阪ユース 監督
　2017 年 2 月〜 18 年 7 月 ガンバ大阪 U-23 監督
　2018 年 7 月〜 21 年 5 月 ガンバ大阪 監督

■ J リーグ (J1) 通算 337 試合出場 8 得点、日本代表 A マッチ 71 試合出場 3 得点

スポーツ団体役員歴

サッカー歴

指導歴

〜 M e s s a g e 〜

1994年、ガンバ大阪ユース主将として J
ユースカップ優勝

1997年、FIFAワールドユース選手権（現
U-20ワールドカップ）ベスト８

2002 年、FIFA ワールドカップ 2002 日
本／韓国・ベスト16

2004年、AFCアジアカップ2004中国・
優勝

2005年、ガンバ大阪でＪリーグディビジ
ョン１優勝

©J.LEAGUE

2006 年、FIFA ワールドカップ 2006 ド
イツ出場

2013 年、国際サッカー連盟の修士課程
「FIFAマスター」を修了

2015年、ガンバ大阪アカデミーで指導者
キャリアをスタート。2018年途中からト
ップチームを指揮

©J.LEAGUE

©J.LEAGUE

©BBM©JFA©JFA

©JFA
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岡田武史
「JFAが取り 組むべきこと」

日本代表の大先輩であり、指導者としても大先輩の岡 田武史・日本サッカー協会副会長と、これからの JFAが取り組むべきことについて対談し
ました。一つひとつの言葉が重く、私がやるべきこと は何か、はっきりと見えてきました。

宮本恒靖 
 （日本サッカー協会副会長） （日本サッカー協会専務理事）

CROSS TALK
〜 特 別 対 談 〜  

宮本　日本サッカー協会の会長選に立候補す
るかどうか決断するにあたって相談に乗って
いただきまして、本当にありがとうございま
す。
岡田　ツネがやるべきだと思っていたから立
候補してくれて良かったと思っているよ。昔
よりも日本代表チームに対する注目度が高く
なって、日本代表の監督人事についても多く
の人が関心を持ってくれている。代表監督選
びについては技術委員会で候補者を選出して、
最終的には会長と技術委員長を含めた数名で
決めるんだけど、俺は最終的には会長がリー
ダーシップを発揮して決めなくてはいけない
と考えている。俺も代表監督時代から言って
はきたけど、技術委員長ではなくてやっぱり
会長がやるべきことなんだよね。自分のサッ
カー観を持ったうえで決断するわけだから、
（会長は）サッカーをしっかりと知っている
人のほうが望ましいし、ツネなら言うまでも
ない。それと JFAは約 200億円の予算を持
ち、また 270人弱の職員を抱える公益財団
法人なんだから、大きな組織を引っ張ってい
くリーダーとしては人間性、論理思考、コミ
ュニケーション能力といったものも求められ
る。ツネは語学力もあって、海外のネットワ

ークもある。これからの時代にはぴったりの
人材だと俺は思っているよ。
宮本　実際にJFAのなかに入ってみて感じた
こともありました。岡田さんから〝若いヤツが
引っ張っていかなきゃいけない時代なんだ〟
と言っていただいて、背中を押してもらった
ようにも感じました。岡田さんがおっしゃる
ように日本代表の活躍がサッカー人気に直結
してきますし、会長が監督人事を決断するそ
の重みというものは理解しているつもりです。
また約200億円の予算、270人弱の職員を
抱え、関連団体と協力して進んでいく組織と
しては競技の部分と同様に、マネジメントが
とても大切になってくると認識しています。
マネジメントの強化によって競技を取り巻く
環境も良くなると考えているので、もし会長
になることができれば自分としては凄くやり
甲斐を感じながら日本サッカー界のために働
きたいと考えています。
岡田　ツネには前から言っているけど、これ
から大変な時代がやって来る。コロナのこと
や温暖化のこともそうだけど、社会的に何が
起こるか分からないというなかで、スポーツ
の価値とは何か、スポーツはどうあるべきか、
そういったことが問われる時代になる。減っ
たサッカー人口をどう増やすとか、そういっ
たもの以上の課題がいろいろと出てくる可能
性があると思うんだよ。アインシュタインは

「ツネが立候補してくれて
良かったと思っているよ」
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「いかなる問題も、それが発生したのと同じ
次元では解決策が出てこない」と言ったけど、
俺はそのとおりだなって思うんだよ。新しい
世代の新しい発想が今こそ必要だと思うから。
宮本　大変になってくるんだろうなとは感じ
ています。そこはもう覚悟しています。
岡田　つまり正解が分からない時代なんだよ。
ロールモデルがないから過去がどうだったと
か振り返ったって、本を読んだって答えが分
からない。当然、失敗するんだよ。トライ＆
エラーじゃなくて、俺はエラー＆ラーンと言
っていて、そういう時代なんだから失敗して
学んでいくことが凄く大事になってくる。
宮本　そうですね。当たり前のことを当たり
前と思わずに、組織として守っていく部分と
チャレンジしていくバランスを大切にしてい
きながら、組織の内部のみならず外部の力も
借りながらうまくかみ合わせていくというイ
メージを僕は持っています。
岡田　ツネが会長になったら失敗しても切り
拓いていこうとする、大きな視点に立って物
事を考えていくリーダーになってほしいし、
そうなってくれるとも思っているよ。

宮本　岡田さんは日本サッカー協会の副会長
という立場でもあります。JFAには今どのよ
うな課題があると考えていますか？
岡田　一つは財政の建て直し。コロナ禍の影
響もあって、収入と支出がアンバランスにな
っている、と。少なくともトントンのところ
までは持ってこなきゃいけない。労務効率を
含めて、きちっとした経営をしていくことが
まず大事になってくるだろうね。もちろん儲
ければいいという組織ではないんだけど、組
織として安定させなきゃいけない。
宮本　建て直しは大事ですね。予算を組むと
きは一層の厳しさを持ってやっていく必要は
あると思っています。事業を整理して必要な
ものは当然残していかなきゃいけないですし、
一方で見直すべきものは見直していく。と同
時に収入をいかに増やしていくか、いろんな

した。
岡田　そうだね。応援のルールを破る人は、
我々のお客さんではないんだ、とね。
宮本　岡田さんは日本代表監督として２度、
ワールドカップの舞台で戦いました。今の日
本代表をどのように見ているか興味がありま
す。
岡田　代表チームというのは必ず波がある。
良いときもあれば、逆のときだってある。で
も間違いなく言えるのは、確実に日本代表の
サッカーはレベルアップしているということ。
単に技術が上がったというよりも、日本サッ
カーの経験値自体が積み上がってきた部分も
ある。これまでの日本のサッカーはなかなか
個で突破できなかった。だからパスワークだ、
組織戦術だ、ポジショニングだとやってきた
が、欧州でプレーするのが日常になってきて
１対１の個で突破できる選手が増えてきたよ
ね。ドイツ代表、スペイン代表といったサッ
カーの強豪国に対しても俺らも十分やれるよ
ねって、選手も監督もコーチングスタッフも
そういうふうに思えるようになってきた。こ
れって凄いことだよ。
宮本　2002年のワールドカップでトルコ代
表と（ラウンド16で）戦った際、先に点を
奪われて、相手は引いたわけです。僕たちは
ボールを動かすだけで、本当に厳しいところ
で勝負できずに点を取れなかった。そして負
けました。この先の戦いに進んでいくには、
相手のペナルティーエリア内で個の強さを出
せる選手、逆にこちらのペナルティーエリア
内で同じように個の強さをより出せる選手が
必要になってくると、あのとき感じました。
岡田さんが言うように両方のペナルティーボ
ックスで個の力を発揮できる選手が今、出て
きているのは、日本サッカーが伸びている成
長の証だと思いますね。
岡田　「JFA2005年宣言」で2050年までに
『FIFAワールドカップを日本で開催し、日本
代表チームはその大会で優勝チームになる』
と謳っているけど、あり得るかもなってみん
な思い始めているんじゃないかな。
宮本　９月の欧州遠征でドイツ代表、トルコ

知恵、知見を借りながらやって
いかなければなりません。
岡田　あと競技面で言うと、サ
ッカーの普及、振興のこと。日
本代表やＪリーグなど、地上波
の放送がどんどん減ってきて、
サッカーを知らない人がサッカ
ーに触れる機会が段々と減って
いるよね。ここはＪリーグとも
一緒になって考えていかなきゃ
いけない。そしてもう一つは、
気候変動によって夏場のサッカ
ーが非常に難しくなっているこ
と。Ｊリーグのシーズン移行の
問題だけじゃなくて、例えば高
校年代だってインターハイをど
うするんだとか、中学年代はど
うするんだとか、いろいろと解
決していかなきゃいけない。涼
しいところでやればいいと言っ
ても、日本中どこも暑くなって
きているわけだから。
宮本　夏場の試合を見ている
と、選手が本当に疲弊している
のがよく分かります。選手だけ
じゃなく監督、コーチ、スタッ
フ、審判、観客を含め、サッカ
ーに携わるすべての人の安全面
を考えていかなければなりませ
ん。夏場のスポーツのプレー環
境についてはもはやサッカーだ
けの問題ではありません。シー

ズン移行となって成功に導いていければ、サ
ッカー界からそういった発信をして社会的な
役割を果たしていくことも大切かなとは思っ
ています。
岡田　ツネは JFAの理念、覚えてる？
宮本　はい。「サッカーを通じて豊かなスポ
ーツ文化を創造し、心身の健全な発達と社会
の発展に貢献する」です。
岡田　さすがだね（笑）つまり、この理念を
実現するために JFAはあるんだよ。ここは絶
対に忘れちゃいけないし、ツネが今、「社会
的な役割を果たしていくことも大切」と言っ
たけど、理念はこうなんだと立ち戻ることも
大事だと思うね。
宮本　岡田さんはFC今治の会長を務めてい
らっしゃいます。８月２日の天皇杯において
浦和レッズの一部サポーターが暴力・破壊行
為に及んだ件において JFAは来年度大会の
参加資格剥奪、浦和サポーター21人の無期
限入場禁止処分を下しました。暴力行為を許
してはいけないというその強い決意を JFA、
Ｊリーグ、Ｊリーグの全 60クラブ連名によ
る声明で示したわけですが、この件について
どのような見解を持っていらっしゃいます
か？
岡田　日本のサッカースタジアムは欧州や南
米の文化とはまた違って、家族や仲間でやっ
てきてエンターテイメントとしてみんなで楽
しんだり、心の拠りどころとしたりして応援
する場所なんだ、と。そういうことを日本の
サッカー界全体で定義して、発信する機会に
なったんじゃないかな。
宮本　JFA、Ｊリーグ、Ｊリーグの全60クラ
ブ連名による声明を出すことで、全体で立ち
向かう姿勢を示すことはできました。ただ（関
連団体を含めて）もっと広げることができて
いれば、もっと強いメッセージになったかな
とも感じました。選手たちも、サポーターに
対して応援してくださいとは言えますが、逆
にこういったことはやめてくださいと、なか
なか言いにくい。もっと強いメッセージにし
ていくためには、こちらからいろんなところ
に働きかけていくことも必要かなとは思いま

財政の建て直しは大事。
見直すと同時にどう増やすか。
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代表を相手に勝って、それを見た小学生、中学
生といった次の世代の子どもたちも、それが
当たり前みたいな雰囲気になっていくと思う
んです。U―17ワールドカップ、U―20ワー
ルドカップ、オリンピックでもそのような意
識で戦っていくことで、ワールドカップでも
ベスト８、ベスト４、ファイナルにたどり着く、
その道のりをしっかりと歩いているように感
じています。
岡田　これほど世界で急激に進歩した国はな
い。JFAには100年の歴史があって、諸先輩
方の尽力を含めてこれまで地道にやってきた
グラスルーツ、育成、指導者養成など、そう
いったものの成果が出てきているよね。
宮本　本当にそう思いますね。自分たちが中
高生だった頃を思い出しても、トレセン制度
とか育成システムが整備されていました。そ
の後もさらに強化を図っていこうと、U―18
プレミアリーグをつくってリーグ戦の文化を
取り入れたり、Ｕ―16世代の選手に対してプ
レー機会を創出しようと国体の少年の部にお
いて基準を変更したり、そういった工夫の連
続が実を結んでいると思います。と同時に子
どもたちのレベルはさらに上がっていくでし
ょうから、指導者養成においてもさらに力を
入れていかなければなりませんよね。
岡田　日本がこれだけ急激に進歩したのは何
かと言ったら、一つはボランティアコーチの
存在なんだよね。地域の人や保護者が教則本
を読んで、グラスルーツのところで子どもた
ちを教えてくれて。こういうのって欧州では
どうなの？
宮本　スイスに住んでいるときに、子どもた
ちを指導しているボランティアコーチはいま
したけど、日本の地域の指導者のように引率
して遠征したり、いろいろと世話をしたりっ
てことまではしていませんでした。今後はそ
ういう地域で活躍している方々をもっと大切
にしていかないといけません。子どもたちに
いい環境でサッカーをしてもらうという意味
でも指導者ライセンスの交付というところも
考えていく必要はあると思っています。
岡田　学校の部活動だってボランティアコー

チがほとんど。実際、ライセンスを取り始め
てくれるようになってきているんじゃないか
な。情熱を持って教える人が多いっていうの
もこの国の一つの特徴だと感じているよ。
宮本　僕も中学校のとき、顧問の先生が情熱
を持ってサッカーを教えてくれました。練習
メニューを考えてみろとか、任せてくれたり
もしました。任せると言ってもほったらかし
じゃなく、ちゃんとサポートもしてくれて。
僕のようにそうやって地域の小学校や中学校
で育った選手は少なくないんじゃないですか
ね。これからの時代は部活動の外部指導員の
ことなども考えていかなければいけません。
岡田　さっきも言ったように、これからはロ
ールモデルのない時代を生きていくわけよ。
主体性が大事になってくるのはスポーツだっ
て一緒。サッカーをやっていくなかで子ども
たちの主体性を養っていける。
宮本　主体性が大事というのはまったく同感
です。サッカーにしても、刻一刻と状況が変
わっていくなか自分で主体的に判断して行動
していかなきゃいけない。僕も子どもたちを
指導してきたなかで、自分で状況を判断して
決断していくようにとは常々言ってきました。
主体性の大切さを教えていけるのはサッカー
の良さでもあります。その主体性を実生活に
おいても出していけるような社会であるべき
だ、と。サッカーが持つ教育的な機能につい
ては、もっと大事にしていきたいですね。

宮本　先ほど日本の選手たちが欧州でプレー
するのが日常になってきたという話がありま
した。岡田さんは中国のクラブでも監督を務
められましたけど、日本の指導者の可能性に
ついてはどのように思っていますか？
岡田　段階を踏んでいかなきゃいけないとは
思うよ。僕らの現役時代はプロがなかったか
ら、その経験がないうえで指導者をやった。
次はプロ選手だった人が監督になって、その
次は海外でプロの経験を持つ人が監督になっ
て、みたいになっていくとは思うよ。フラン

クフルトの長谷部（誠）のこと
がパッと頭に出てくるけど、引
退して指導者としても欧州で活
躍してくれたら、また一つ段階
が引き上がることになるよね。
欧州でプレーする選手は本当に
多いし、そこで指導者を目指す
流れが出てくるかもしれない。
育成においてもアジアのほうで
は日本の指導者がいいと言われ
ているよね。ここは日本代表チ
ームが強いことも関係している
んだけど。
宮本　分かります。僕も一足飛
びにはいかないとは考えていま
す。プラス、岡田さんが言われ
るようにその国の育成、強化の
評価につながることを考えると、
日本代表チームが強くなくちゃ
いけないっていうのはあらため
て感じますね。
岡田　ツネはオーストラリアと
ニュージーランドで開催された
女子ワールドカップを視察した
んだよね。実際、自分の目で見
てきて女子サッカーの可能性に
ついてはどう感じた？
宮本　現地で女子サッカーの盛
り上がりを自分の肌で感じまし
たし、なでしこジャパンやスペ
インみたいなサッカーを目指す
べきという高い評価も受けまし
た。世界のベンチマークになっ

ていける可能性があるとも感じました。スペ
イン代表とイングランド代表の決勝戦も観戦
しましたが、レベルが高くて、エンターテイ
メントとしても十分に見応えがありましたね。
岡田　ツネがそう言うなら、女子サッカーの
今後は楽しみだね。
宮本　だからWEリーグを盛り上げていくた
めに、もっとやれることがあるんじゃないか
とも考えています。クラブ数、アンダー世代
の強化、資金面など、ここはリーグ側とも歩
調を合わせながら可能性を広げていけるんじ
ゃないか、と動いているところではあります。
岡田　現状、WEリーグはお客さんがたくさ
ん入っているとは言えないよね。女子サッカ
ーの裾野を広げたり、中身を濃くしていった
り、コンテンツとしての魅力を上げていくこ
とが世界で勝つことにもつながってくると思
う。ツネが会長になって、その若い感覚で、
思うようにやったらいいよ。
宮本　40代なかばの若輩者ですから、周り
の協力を得ながら、教えを受けながら一緒に
なって前に進んでいきたいとは思っています。
岡田　みんながワクワクするような JFAにし
てくださいよ。
宮本　みんながワクワク……肝に銘じます。
岡田　JFAの会長が確実な公約を立てて、確
実なことをやっていくことももちろん大事で
はあるよ。でも今の時代、みんながワクワク
するようなムーブメントをつくっていくこと
を求められているんじゃないかな。ツネなら
みんなを巻き込んでやれるだろうし、それは
もちろん俺も協力するし、ツネがやるなら喜
んで協力するって言ってくれてる人たちも大
勢いるから。
宮本　ありがとうございます。この世のなか
においてサッカーがもたらす力、サッカーだ
からこそできる貢献は、多々あると思ってい
ます。これまでも岡田さんから話をいろいろ
とうかがってきて、自分がやりたいこと、や
らなければならないことを整理できました。
会長になって、サッカーをもっと大きな存在
にしていきたいと思います。本日はありがと
うございました。

海外でのプロ経験を持つ人が、
欧州で指導者になる時代へ。

「
組
織
と
し
て
守
っ
て
い
く
部
分
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
」

©J.LEAGUE
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？JFA 中期計画
2023 − 2026とは？

中 期 計 画 の 中 身

▼
JFAの理念の実現

JFA は 2023 年３月に「JFA 中期計画 2023―2026」を発表しました。

新型ウイルス感染症の拡大やウクライナ危機といった不安定な国際情勢、

そしてまた多様性を活かすダイバーシティなど社会課題、テクノロジーの

進化……そういったドラスティックな環境変化にあるなかでも、サッカー

の価値というものは不変だと言えます。FIFA ワールドカップカタール

2022 で見せた SAMURAI BLUE の活躍は、感動、共感、一体感をもたら

してくれました。サッカーの力はあらためて大きなものだと認識させられ

た次第です。

私は JFA の専務理事という立場からこのプロジェクトの中心となって立案、

作成にかかわりました。変わりゆく時代にサッカーはどのように応えてい

くべきかに重点を置き、JFA の目指していく指針を示しています。内容を

JFA のホームページにて掲載していますが、フレーズ、写真、レイアウト

を含めて見せ方に特にこだわったのは JFA や関連団体の関係者のみならず、

サッカーファミリーやパートナー企業、もっとライトなターゲットにも分

かりやすく伝えていくためでもあります。JFA として時代からの要請や社

会課題にコミットしていく決意をあらわす内容にもなっています。この場

をお借りしてあらためて一つひとつを提示していくとともに、プロジェク

トをまとめた立場として自分なりの言葉で説明していきたく思います。み

なさんと一緒に、手を取り合って「JFA 中期計画 2023―2026」を確実に

進めていきたいと考えています。

□ 日本代表の活躍
□ スポーツ・サッカーの拡大
□ 社会課題への挑戦
□ 新たな成長モデルの構築

□ ガバナンス
□ 財務
□ 人財
□ 関連団体連携

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
継
承

持
続
可
能
な
組
織
へ
と
革
新
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Appendix : 中期計画策定にあたっての各種補足情報

1. 現状分析について : 今後4年間の国際大会スケジュール（現時点想定）

2023年 2024年 2025年 2026年

五輪代表

育成年代

フットサル／
ビーチ

FIFAワールドカップ
最終予選、

AFCアジアカップ、
FIFAワールドカップ

2次予選

FIFA女子
ワールドカップ

（オーストラリア／NZ）

―
オリンピック／
パラリンピック
（パリ）

FIFA U-20／
U-17

ワールドカップ

FIFA U-20／
U-17

女子ワールドカップ

FIFAビーチサッカー
ワールドカップ

FIFAフットサル
ワールドカップ

オリンピック／
パラリンピック
（パリ）

FIFAワールドカップ
（アメリカ/カナダ/メキシコ）

FIFAワールドカップ
最終予選

―

― ―

FIFA U-20／
U-17

ワールドカップ

FIFA U-20／
U-17

女子ワールドカップ

FIFAビーチサッカー
ワールドカップ

FIFAフットサル
ワールドカップ

AFC女子
アジアカップ

今後4年間の主要大会のスケジュールは下記の通り。各カテゴリにおける中長期的な強化・育成活動が必須となる。

21

Appendix: 中期計画策定にあたっての補足情報

IFAワールドカップカタール2022
において SAMURAI BLUE は優勝

経験のあるドイツ代表、スペイン代表に
勝利しました。今や日本代表選手の多く
が欧州のリーグでプレーするようになり、
UEFA チャンピオンズリーグに出場する
選手、欧州のトップクラブに所属する選
手もどんどん増えていく傾向にあります。
この状況は間違いなく日本代表のパフォ
ーマンスの向上そのものにつながってい
ると認識しており、「JFA2005 年宣言」
にある 2050 年までに『FIFA ワールド
カップを日本で開催し、日本代表チーム
はその大会で優勝チームになる』という

約束に向けて力強く前進していることは
言うまでもありません。
　一方、なでしこジャパンも FIFA 女子
ワールドカップオーストラリア＆ニュー
ジーランド 2023 でベスト８となり、世
界から高い評価を受けました。現地を訪
れた際、なでしこジャパンの戦い方こそ
が女子サッカー全体が目指していく姿だ
と言われ、ベンチマークになる存在なの
だと強く実感できました。
　五輪代表、育成年代、ビーチ、フット
サル含めすべての日本代表において国際
大会の最高成績を更新することを目指し
ていきたいと考えています。

現状認識
F

©JFA

©JFA

※ 2023 年 11 月に開催予定だった FIFA ビーチサッカーワールドカップは、2024 年 2 月開催に変更となりました

日本代表の活躍
14 15



「ナショナル・フットボール・フィロソ
フィー」に基づく JAPAN`S WAY の推
進を図っていきます。SAMURAI BLUE
は世界的に実力のあるチームと対戦する

シーズンの秋春制移行についてはさら
に議論を深めていく必要があります。秋
春制のメリットとしては、気候変動によ
り酷暑になった夏場の試合を減らせるこ

日本代表チームに対する評価が高まる
中、比例して日本の指導者への評価も高
くなっています。JFA としては指導者の
海外経験促進と JFA ライセンスの価値

にあたっても互角以上に戦えるという意
識で選手たちがプレーしており、もとも
と備えていた規律、一体感に、個々の強
さも加わり、その姿勢や自信というもの
を非常に頼もしく感じています。選手た
ちからはワールドカップ優勝を目標に置
くコメントが聞こえてきており、それを
後押ししていく体制を整えていきたい。
男子のみならず、なでしこジャパンの戦
い方は世界のベンチマークになっており、
次回 2027 年の女子ワールドカップで再
度チャンピオンになるべく、継続した強
化をしていきます。

と。競技レベルも落ちますし、プレーヤ
ーズファーストの観点からも選手の健康
を守ることは最重要で、指導者やスタッ
フも同様です。ACL も欧州と同様に秋開
幕となり、シーズン途中で選手が日本か
ら海外移籍するカレンダーのズレが生じ
る難しさもあります。一方で高校、大学
卒業との「期ズレ」はデメリットにもな
りうる。日本のサッカー界がより強くな
っていくためには、どうするべきか。
JFA としては J リーグが移行の決定を下
した場合でもスムーズに進むように、し
っかりと準備をしておく必要があると考
えます。

向上に取り組んでいきたいと思っていま
す。日本の指導者の活躍の場がすでにア
ジアに広がっているなか、これからは欧
州でも勝負できるように指導者レベルを
さらに引き上げていきたい。日本と欧州
におけるライセンスの互換性という問題
についても踏み込んだ議論が必要になっ
てきます。私はJFA公認 S 級コーチライ
センス、UEFA 公認 B 級コーチライセン
スを取得しましたが、日本と欧州では講
習内容も異なります。どちらが良い悪い
ではなく、違った切り口から見ていくこ
とも考えていかなければなりません。

世界の頂点に
向けた挑戦

（ナショナルフィロソフィーに
基づく改革活動）

国内
コンペティション・
リーグの強化
（日程の最適化と
シーズン移行の検討）

指導者の国際化
（海外経験促進と

JFAライセンスの価値向上）

©JFA

日本代表の活躍 1716



Appendix : 中期計画策定にあたっての各種補足情報

1. 現状分析について : サッカー登録者状況

サッカー登録者は100万近い水準まで成長も2014年以降は減少傾向が続く。直近はコロナ影響も顕在化したが、今後も少子高齢化や都市
部への人口集中・部活動改革など中長期的な社会変化・トレンドが想定されるため、各年代・地域特性に合わせた打ち手の展開が急務に。
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900,000

1,000,000

第4種 第3種 第2種 第1種 シニア 女子
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FA2005 年宣言」において「2050
年までにサッカーファミリーを

1000 万人に」と目標を記しています。
少子化、新型コロナウイルス感染症の影
響によって選手登録者数自体が減ってし
まったものの、第４種（12 歳以下）の
チームに所属するサッカー及びフットサ
ル選手の JFA 登録料を無料化にする施
策などで徐々に戻ってきていると認識し
ています。

サッカー界をピラミッドになぞらえる
と普及、振興という土台の上に「エリー
トスポーツ」「生涯スポーツ」の２つが

あります。つまりは日本型ダブルピラミ
ッド。土台の広がりはもちろんのこと「エ
リートスポーツ」としてのみならず、シ
ニアまでサッカーを楽しんでいける「生
涯スポーツ」としての体制を整えていき
たい。競技者のみならず、コア層のサッ
カーファンからライト層までサッカー愛
好者を増やしていくことが大切になって
きます。

中期計画ではそれぞれのニーズに合わ
せた情報を提供していく「JFA Pass
port」利用者が 350 万人に到達するこ
とを目指す姿としています。

現状認識
「J

スポー ツ・サッカーの拡大
18 19



Appendix : 中期計画策定にあたっての各種補足情報

2. アクション・目標について : JFA Passportの運用と登録管理基盤システムの改革

サッカー界の2つのIT基盤システムを開発し、リアル(アナログ)におけるサッカーとの出会いやその後の成長・感動をデジタルで下支えする。

JFA2005年宣言（サッカーファミリー1000万人）の達成へ

連携

デジタル施策

▶「チーム」主体から「選手」主体の登録管理システム
▶今後の制度変更に柔軟に対応可能なシステム設計

デジタルプラットフォーム 今後運用
開始予定

想定効果
• 個人登録による移籍の柔軟性
• メンバーシップと連携した有用なデータ蓄積
• 運営費の削減（旧来の▲5,000万円/年）

技術委員会/審判委員会及び
FA主導の普及施策

メンバーシップを梃子にした
未就学児・4種向け普及施策

• ボール・ゴール配布
(@キッズ巡回指導)
• スターターキット
• 新・クラッキ動画 等

▶する人・みる人・ささえる人、あらゆる個人と繋がる仕組み
▶サッカーをより楽しめる会員属性に合わせたサービス提供

JFA Passport 2022年
ローンチ

会員獲得
目標

• 2026年:350万人
• ※2048年に1000万人に到達見込み

25

今後の運営を予定する「デジタルプラットフォーム」を活用し、
チーム主体から個人主体への登録制度にしていく新制度を設計。
現制度の課題となっているのがアマチュアにおけるスムーズな移
籍です。たとえば高校生が所属チームを離れて次のプレー先に移
った際、６カ月間試合に出られないケースもあります。より選手
個人に紐づいた制度改革に切り替えていくことで、空白期間をな
るべくつくらずにスムーズにしたい。「デジタルプラットフォー
ム」に登録したデータで処理できれば、手続きに掛かる時間を短
縮し、運営費も削減できます。「JFA Passport」との連携も図っ
ていきます。

日本サッカーを発展させ、
競技を高いレベルで成り立
たせていくためには、審判
員を育成していくことも外
せない要素になります。現
状、若くして審判員のキャ
リアを目指す例がやはり少
なく、早い段階から審判員
キャリアを目指せるよう提示できるようにしていきたい。すべて
の人に、フェアで安心・安全な試合にしていくためにも、審判員
人口を増やし、育成していくことが大切になってきます。

JFA として取り組む普及施策が正しいのかどうか、主観的な評
価ではなく数字に基づいた評価をしていくことが大事です。定量
指標に基づく普及施策を検証したうえで、事業を継続していくか
どうかの判断をしていくことになります。また、目標においても
数字を掲げて取り組んでいきたい。「JFA Passport」利用者は
350 万人に到達することを目指していきます。アプリを上手く
運用・活用できればこれまで以上にサッカーファミリーの広がり
を期待できます。例えばスポーツ施設運営者やサッカーショップ、
スポーツバー関係者なども普及に重要な役割を担っており、今ま
で以上に多様な人が楽しく関われるようにしたい。

JFA が最も力を入れなければいけない領域。47 都道府県 FA
と連係を図っていくことが何よりも肝要になってきます。キッズ
への普及を土台に U-9 年代の活動をサポートし、４種全体の登
録数を伸ばしていくことで、「エリートスポーツ」「生涯スポーツ」
というダブルピラミッドの強靭化につながっていきます。一方、
人生 100 年時代の中、サッカーを生涯スポーツとして選択する
シニアプレイヤーを増やし、健康増進につなげていきたい。女子
サッカーについては伸びしろしかない。ポイントを一つ挙げるな
ら全日本高校女子サッカー選手権で各都道府県から代表校を出す
ことで、登録の少ない U-15 のクラブを全国に増やし、それが競
技人口の増加につながる施策を図りたい。

８月２日の天皇杯において浦和レッズの一部サポーターが暴
力・破壊行為に及んだ件に関して JFA は来年度大会の参加資格
剥奪、浦和サポーター 21 人の無期限入場禁止処分を下しました。
いかなる理由があろうとも暴力行為を許してはいけません。その
強い決意が JFA、J リーグ、J リーグの全 60 クラブ連名による
声明で示されています。

老若男女が楽しんでサッカー観戦してもらえるような環境を守
っていかなければなりません。その環境づくりがひいてはサッカ
ー愛好者の拡大にも結びつくはずです。また、JFA は子どもたち
がサッカーを安心・安全に楽しめるセーフガーディングポリシー
を示しています。指導者、チームメイト、相手チームとの関係性
を含め、暴力、暴言といった成長や行動を阻害することから守る
セーフガーディングの大切さを伝えていきたい。

登録制度改革
（新制度及び

デジタルプラット
フォームの構築）

審判員育成
（すべての人に、

フェアで、安心・安全
な試合を）

施策の最適化
（定量指標に基づく

普及施策の検証）

重点３領域
（キッズ・４種 /
女子 / シニアへの
継続アプローチ）

リスペクト・
セーフガーディング

（安心・安全の
サッカー界全体

での実現）

©JFA
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2014 年の「JFA グラスルーツ宣言」に続き、2024 年 1 月に
次のステップとしてすべてのマイノリティーを含むサッカーファ
ミリー全員を対象として、多様な機会と選択肢を持続的に届け、
ダイバーシティ、インクルージョンの推進において世界のモデル
となるべく「アクセス・フォー・オール宣言」を出す予定です。
誰もがサッカーファミリーの一員として活躍できる社会を目指す
取り組みに一層力を入れていきたいと考えています。

９月９日、日本代表が欧州に遠征してドイツ代表と国際親善試
合を行なった際、試合前に交換したドイツ協会のプレートには「あ
なた方が遠征時に排出した二酸化炭素を、我々がオフセットいた
します」との宣言が記されてありました。非常にいいアイデアだ
と感じました。気候変動とスポーツは無関係ではありません。暑
熱下でのプレー環境の問題は我々の最重要課題のひとつです。
JFA としてもオフセットの提示などを含めて具体的な施策を打ち
出していく必要があります。

人生 100 年時代に入った社会において、クオリティ・オブ・
ライフを高い質で保っていくためにもサッカー界として積極的に
動いていきたい。具体的な例として、スポーツ経験が少なくても
参加可能なウォーキングフットボールの浸透です。サッカー未経
験者や高齢者を含めてエンジョイできるとあって、ウェルビーイ
ングやダイバーシティ、インクルージョンの観点からも強く押し
進めていくべきでしょう。私もプレー経験がありますが、体も心
も温かくなると実感でき、時代の要請とも言える競技ではないで
しょうか。

スポーツ庁の指針を受け、学校の部活動は学校主体から地域主
体に切り替わっていく動きが加速していきます。47 都道府県、
９地域 FA とコミュニケーションを取りながら既に移行を進めて
いる各地域の状況をリサーチしつつ、地域移行支援と教育行政連
携を図っていく必要があります。各地域それぞれに状況、背景が
違っているため、それぞれに合ったテーラーメイド方式での地域
移行が望ましい。価値共創の切り口からも、パートナーと一緒に
サポートしていく可能性も探っていきたいと思います。　

インクルージョン /
アクセス・フォー・オール
（誰もがサッカー
ファミリーの一員

として活躍）

脱炭素化
（事業における炭素排

出量の測定・削減）

心と体の健康・
ウェルビーイング

（関連委員会と連携した
情報・施策の展開）

スポーツの場の
継続提供

（部活動の地域移行支
援と教育行政連携）

FA は社会貢献、SDGs の達成につ
ながる活動を「アスパス！」と総称

し、「誰ひとり取り残さない」サッカー
界の実現を目指すことを「JFA 中期計画
2023―2026」でも明記しています。環
境、人権、健康、教育、地域を５つの重
点課題とし、JFA は加盟団体とともに戦
略的に施策を推進していきます。JFA 内

に設置された社会貢献委員会のもと、温
室効果ガスの算定（環境）、誰も取り残
さない競技観戦環境（人権）、ダイバー
シティ＆インクルージョン（健康）、コロ
ナ禍でも学びを止めない（教育）、Think 
Globally,Act Locally（地域）など各種
取り組みを実施しており、今後はより広
がりを持たせていきたいと思っています。

現状認識
J

©JFA
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022年度決算は、収入が191億 1149
万円に対して支出は239億 9271万円

で約 48億 8000万円の赤字となっています。
コロナ禍の影響を踏まえて46億円超の赤字
予算を組んでおり、先輩方が残してくれたJFA
の特定預金を取り崩したため実質の赤字は３
億5000万円ほどになりました。2023年度
予算はJFAハウス売却益など、前年比で100
億円増となり、67億円を超える黒字を見込
んでいます。新たな価値を創出して新規事業
に結びつけていくとともに、現状行なってい
る事業も取捨選択していくことが大切です。

テクノロジーを活かし
た次世代型を意識したサ
ッカー文化創造拠点とな
る新たな施設を東京ドー
ムシティ内に立ち上げま
す。芝生が敷かれた多目

的空間エリア、飲食エリアなども設け、新た
な体験価値の創出を図ることでコア層のサッ
カーファンのみならずライト層とも接点を持

SDGs や ESG 投資など
に力を入れ、社会的責任
を意識する企業活動が活
発化しており、これまで
以上に意識していくこと
は必定です。2023 年よ

り新たなマーケティングスキームを構築して
パートナー各社と契約を締結しており、今後
は「共創」を軸としたアクティベーションが
カギになってきます。どのような施策を行え
ば社会のためになっていくか。パートナーと
お互いの資産、ネットワークを活かしていく
ことで、価値共創を実現させていきたい。

従来とは違った新たな
収益を模索していくこと
が JFA の発展には欠かせ
ないと考えています。新
規事業による成長原資の
確保については JFA 内で

協議しており、今後具体的に提示していきた
いと思います。

事数を、現状の27名から15～ 9名に
スリム化することによって日本のサッ

カー界をさらに良くしていくために有意義な
議論ができる場にしていけると考えています。
この変更の本質はコミュニケーションの質を
高め、物事を前に進めやすくするためだと捉
えています。

現状認識 現状認識
2 理

JFA 及び関連団体にお
ける規定・制度・運営を
チェックするとともに、
不正やハラスメントの防
止、または対応する体制
を整えていきます。かつ、

それらに対する意識づけの徹底もしっかり図
りたいと考えています。

2019 年にスポーツ庁
が「女性理事 40％以上、
外部理事 25％の登用」を
定めたスポーツ団体ガバ
ナンスコードの達成を念
頭に置き、適合性審査へ

の対応をしていきます。様々なバックグラウ
ンドや視点を持った優秀な方々に JFA の運
営に携わってもらうことも目指していきます。

理事会を管理、監督と
いう立場に専念する形に
し、業務執行については
事務総長と特定の委員会
委員長に権限移譲してい
きます。よりスムーズな

意思決定を実行し、スピード感を持った運営
を可能としたい。一方でスリム化の効果がし
っかりと出ているかどうか、検証していくこ
とも重要です。

ファン
エンゲージ
メント

価値共創

社会規範・
要請

スポーツ団体
ガバナンス
コード強い

組織統制

新たな
収益の柱

っていきたい。DX 推進を掲げ、「JFA Pass
port」の浸透にも努めていきたいと思います。

新たな成長モデルの構築 ガバナンス
©JFA ©JFA
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FA ハウスは 2002 年ワールドカップ
を成功に導いてくれた先輩たちが大き

な財産として残してくれました。心から感謝
したいと思います。その JFA ハウスの売却
益をどのように有効活用していくか。Jリー
グが秋春制に移行した場合、施設の整備に掛
かる資金などしっかりと準備しておくほか、
重点領域のキッズ・女子・シニアにも投資し
ていかなければなりません。各方面と歩調を
合わせながら、しっかりと戦略を練っていく
ことが重要だと考えます。

認識においては「新た
な成長モデルの構築」で
示したとおり。収入を増
やしていく努力をしつつ、
支出において見直すべき
ところは見直していく必

要があります。ただ、あくまで長期的な視野
に立って収支均衡を見据えることが重要であ
り、短絡的な見直しにならないよう慎重に進

事業収入の 10％以上を
新規事業に注いでいくこ
とを「JFA中期計画2023
―2026」においてポイ
ントとなるアクションと
して明記しました。新し

い試みを視野に入れ、成長戦略を練っていき
たいと考えています。

計画のうえでは、Ｊリー
グが秋春制に移行した場
合に備えて降雪地域など
に対して施設助成金に充
てる準備はしておかなけ
ればなりません。そのこ

とを対象地域にしっかりと伝わるようにして
いく必要もあります。また、中長期発展を見
据えた戦略投資というものも大事にし、実行
に移していきたい。　

FA 及び関連団体には素晴らしい人財
がたくさんいます。それぞれの持ち場

で能力をさらに発揮していけるように環境を
つくっていくことが大事になります。かつ、
関連団体との連携を進めていくことができる
人財を強化していかなければなりません。
JFAと関連団体がよりフランクにコミュニケ
ーションを図りながら、さらなる成果を得ら
れるようにしていきたい。

現状認識 現状認識
J J

「女性職位就任者を 10％
増」とポイントとなるア
クションを示しています。
女性の視点を大切にして
いくべく JFA では女性活
躍のためのプログラムを

実施しており、WE リーグが掲げる女性活躍
社会の実現に向けて積極的に動いていきたい。
またダイバーシティという観点からも、全員
が活躍できる JFA でありたいと思います。

現在も企業風土を変え
ようというプロジェクト
を行なっており、その延
長線上において職員がよ
り働きやすく、働く意欲
を持って仕事に取り組め

るようなオフィスづくりを目指したい。業務
水準を維持し労働時間を 10% 減にすること
はポイントとなるアクションの一つです。働
く人々のプライベートな時間を大事にすると
いうこれからの時代の労働文化もしっかりと
創出していきたい。

マーケティング、プロ
モーションなど専門的な
領域において内部の人財
を強化していきたいと思
います。と同時に JFA の
ポテンシャルをより活か

せる、サッカーを愛し、サッカー界に貢献し
たいという人財を外部から呼び込んでいくこ
とも考えていかなければなりません。

収支均衡

収入
ポートフォリオ
のシフト

女性活躍・
多様性による
価値創出

生産性の
向上

企画・
推進人財
の強化

計画的な
戦略投資

めたい。環境変化に応じて事業を最適化し、
戦略投資を継続しているのが目指すべき姿で
す。

財務 人財
©JFA ©JFA
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本サッカーが強くなっていること、才
能豊かな選手が継続して輩出されてい

ることは９地域、47都道府県 FAをはじめ、
みなさんの長年にわたる普及、振興、育成、
強化の賜物であり、深く感謝したいと思いま
す。この先の日本サッカーの未来を支えて
いくのもみなさんの力があってこそ。JFA

として日々のみなさんの仕事に対して敬意
を表すとともに、これからも手を携えて一
緒になって歩みを進めていきたいと考えて
います。コミュニケーションを取り、施策
や課題をともに共有して地域により向き合
っていく姿勢を大切にしていきたいと思い
ます。

現状認識
日

47FAの自立に関してはこれまでにもそれぞれ取り組んでいただい
ています。JFAとしては取り組みの中から成功例を提示し、共有する
ことでサポートしていくことが重要です。地域によってフットボール
領域なのか、マーケティング領域なのか課題や背景が違っていること
を十分に考慮して、テーラーメイドで対応していきたいと考えていま
す。47FAの活動価値を適切に示すことによって地域行政や企業から
の支援が広がっていくことも期待しています。

国際的なサッカーの方向性は FIFA や AFC で話し合われており、
意思決定がなされる前に、その情報、傾向、流れをつかんでおくこと
は日本サッカーが判断に迫られた場合において極めて重要です。その
ためにも FIFA や AFCの事務局や委員会、理事会に JFAから継続的
に人材を派遣するよう体制を整えることは必要不可欠です。

Ｊリーグ、WEリーグともにいつの時代であっても若いタレントを
継続して輩出していけるようにしていく必要があります。私も育って
きた Jリーグは 30周年を迎え、競技レベルもアジアや世界における
地位も引き上がっているものの、まだまだ上のレベルに進むことがで
きると信じています。またWEリーグは開幕して 3年目を迎えまし
たが、女子サッカーの世界的な盛り上がりという潮流にまだ乗り切れ
ていない印象を受けています。JFAとしてもフットボール領域、マー
ケティング両面でサポートしていきたい。いずれにせよトップリーグ
と十分な連携を図り、施策効果を最大化させていきます。

９地域
47FA等の

加盟・関連団体
支援

国際戦略

J リーグ /
WE リーグ
連携強化

©JFA
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中体連

高体連 大学サッカー連盟

日本クラブユースサッカー連盟
現在の日本サッカーを長きにおいて支えて
くれたのは、間違いなく全国に広がる中学校
の部活動であり、その貢献は計り知れません。
自分自身の中学時代の経験でも様々な方から
のサポートを受けながら、部活動でサッカー
選手として成長できた感謝の思いを持ってい
ます。部活動の地域移行は喫緊の重要事項で
あり、今後も JFA として部活動を支えてい
くことが重要だと考えています。

決勝戦で６万人の観客が集まるという全国高校サッカー選手権の規
模は世界的に見ても稀であり、100 回を超える大会を開催してきた
重みもあります。これまで多くの日本代表選手を輩出し、これからも
ユース年代のサッカーを支えていく極めて大事な場所であることに変
わりはありません。男子のインターハイは 2024 年以降、Jヴィレッ
ジで固定開催となる一方、女子のインターハイは 2025年まで北海道
で開催されますが、その後については未定となっています。高体連の
方向性に基づき、男女ともによりよい環境でプレーできるように支え
ていきたい。

大学サッカーは日本において 18歳以上の選手の重要な強化、育成
の場として揺るぎない地位を確立しています。カタールワールドカッ
プの日本代表メンバー26人のうち、９人が大学サッカー出身者でした。
この秋、中国・杭州で開催されたアジア競技大会においても大学生の
選手たちが日本代表チームに貢献し、男子は準優勝、女子は優勝とい
う結果を収めています。世界に誇る日本の育成システムの一つであり、
さらなる充実を図っていくべく JFAとしても支えていきます。また
選手育成のみならず、将来日本サッカーを支えるマネジメントやスカ
ウティングの人財育成においても協力していきたいという考えを持っ
ています。

日本クラブユースサッカー連盟は身近な地域や
市町村のクラブチームに選手たちが参加できる環
境を整え、エンジョイ、プレーヤーズファースト
の観点においてとても大きな役割を果たしていま
す。Jリーグクラブのアカデミーの参加が増える
一方、独自のフィロソフィーを持つクラブも結果
を残しており、いろいろな特長を持つ選手を輩出
する土壌となっています。これからも育成年代の
選手の日常のプレー環境を整備するうえでも日本
クラブユースサッカー連盟としっかりと協働して
いきたいと思います。

　関係各連盟・団体のみなさんの尽力が あって日本サッカー界は発展していくこ
とができています。あらためて敬意を表 したいと思います。各連盟、団体としっ
かりとコミュニケーションを図りながら それぞれの現状や課題を共有しつつ、こ
れからもみなさんとともに歩んでいきた いと考えています。

©JFA©JFA ©JFA

連盟・団体と取り組 んでいきたいこと

「ともに新 しい扉を
   あけましょう」

30 31



全国社会人サッカー連盟JFL なでしこリーグ 日本フットサル連盟

日本ビーチサッカー連盟 障がい者サッカー連盟（JIFF） 日本サッカー指導者協会日本プロサッカー選手会（JPFA）

J リーグ入りを目指すクラブから、サッカ
ーを楽しみたいと思う人が集って活動するチ
ームまで、競技スポーツまたは生涯スポーツ
とプレーヤーの志向も多様化しているなかで、
うまく両立できているのは全国社会人サッカ
ー連盟による尽力の賜物です。気候変動に伴
うシーズン移行問題については引き続き議論
が必要だと認識しています。

前身の JSL から 50年以上という伝統を誇
り、長年にわたって日本のサッカーを支えて
いるのが JFLです。地域との結びつきも強く、
普及の側面を担う存在であり、Jリーグ入り
を目指すクラブ、企業の理念を体現するチー
ムなど日本サッカーの多様性に厚みをもたら
している貴重なリーグであることは間違いあ
りません。今後は J3リーグとの入れ替え戦
も始まります。より魅力ある JFL になって
いくためのサポートを、JFA としてもやっ
ていきたい。

これまで 30年以上にわたり日本の女子サ
ッカーを牽引してきたリーグです。WEリー
グが開幕し、アマチュア最高峰のリーグへと
なりましたが、高校や大学を卒業した後の女
子選手の受け皿として、地域に愛される存在
として、未来をつなぐ場所として、強化、育
成、普及、地域性、多様性などの点から、更
に重要な役割を担うことは間違いありません。
日本の女子サッカーの発展に直結するなでし
こリーグの発展をしっかり支えていきます。

2022年に Fリーグが法人化し、日本女子
フットサルリーグを含めて新たなステージに
入っています。2024年にはウズベキスタン
で開催される FIFA フットサルワールドカッ
プが控えており、グループリーグを突破した
前回大会以上の成績が期待されます。フット
サルは子どもから大人まで老若男女が楽しめ
るサッカーファミリーにとっても非常に重要
な競技であり、フットサル振興のために JFA
としても積極的に動いていきたい。

2024 年に UAE で開催される FIFA ビー
チサッカーワールドカップでは優勝への期待
が懸かります。ワールドカップをきっかけに
地域の活動や地域のクラブの数を増やしてく
ことに JFA としても積極的に協力していき
たいと思います。環境保全、環境問題への対
処という観点からもビーチサッカーは重要な
役割を果たすと考えています。

JIFF に加盟する 7団体の課題を共有し、
障がいの有無に関わらず誰もがいつでもどこ
でもスポーツを楽しめる環境の創出のためさ
らに連携を深め、共生社会実現へ向けた活動
を JFA としてしっかりサポートしていきた
い。ダイバーシティ、インクルージョンを日
本サッカー界が先頭に立つ気構えで取り組ん
でいく姿勢こそが大切だと考えています。

指導者の地位を高め、そして守り、また成
長させてくれる環境を整えている日本サッカ
ー指導者協会の存在は、指導者ライセンスを
持つ一人としても心強く感じています。オン
ラインセミナーを通じてコーチングに関する
様々な知見が共有されていることは、日本及
び海外で活動するたくさんの指導者にとって
非常に有益であり、これからもぜひ日本サッ
カーの発展につなげてもらえればと思います。

特に近年は具体的かつ実用的な提言を JPF
Aから受けており、選手におけるプレー環境
の改善に役立てていきたい。また、統一契約
書の見直しについては、引き続き議論してい
くなかで選手の待遇の改善にもつなげていき
たいと思っています。プレーヤーズファース
トを大切に、JPFA と密にコミュニケーショ
ンを取っていくことが大切になってきます。

©JFA ©JFA ©JFA
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終わりに

2023 年 10 月、ウズベキスタンで開催された AFCの会長、専務
理事会議（AFC PRESIDENTS’ & GENERAL SECRETARIES’ 
CONFERENCE 2023）に出席した際、各国の会長や専務理事から、

「日本の育成システムについて興味があるから視察させてほしい」、
「このカテゴリーにおける日本の指導者を派遣してもらえないか」、
など多くの方から要望があり、日本サッカーに対する高い関心や
興味をあらためて感じました。

1993 年に J リーグが誕生してから 30 年。日本サッカーは世界
でも類を見ないほど急速に、そして着実に力をつけてきました。
私たちの代表チームは近年、男女ともに自信をみなぎらせてプレー
し、世界の舞台で躍進しています。日本サッカーはアジアのみな
らず世界からも注目を集め、代表チームだけでなく、育成面や、
クラブの取り組み、運営やホスピタリティの面でも高く評価され
ています。

日本サッカーの国際的な評価の高まりは、選手たちの活躍だけ
でなく、日本各地で素晴らしい仕事をしているみなさんの、これ
までの努力が実を結んだ結果でもあります。普及や育成に携わっ
ている指導者の方々、さまざまなカテゴリーの大会やイベントの
運営に携わっている方々、ボランティアの方々。私はこういった
日本サッカーを支えている方々の存在を大切にしていきたいと思
っています。

日本サッカーがより文化として発展すべく、世界のなかで日本
サッカーの存在感をさらに示していくべく、次の 100 年に向け、
ともに歩んでいきましょう。

サッカーをもっと大きな存在に――。強い決意を持って、日本
サッカーのために力を注いでいく所存です。何とぞよろしくお願
いします。

©JFA
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